
あ
る
｡

(藤
枝

晃
)

附
記

本
膏
智
頭
t
収
錬
雑
誌
論
集
目
｣
の
支
那
の
部
に
｢
畢
風
｣
四

番

1
-

十
二
期
(
二
十
五
年
)
五
巻
合
訂
本
安
徽
省
立
国
書
館
刊
が

脆
落
し
て
ゐ
ま
す
､
編
者
か
ら
の
申
出
に
よ
-
〓
77J附
記
し
て
お

き
ま
す
｡

拓

抜

軌

の

音

譜

B
codbe
r

g
,
P
･
A
.､
T
h
e
L
angu
ag
e
o
f
th
e
T
L〇
･P
a
W
付i.

H
ar
var

d

lo
lm
a
l
of
A
s
].atic
stu
d
ies
t9
36.
V
o
1.1.
N
0...0

躍
釆
'
拓
故
魂
即
ち
北
魂
の
言
語
を
慮
接
研
究
の
封
象
と
し

た
の
は
'

濁
り
我
が
白
鳥
倉
吉
博
士
が
'

一
九
〇
二
年

O
bel

d
i
e
S
p

rarh
o
d
e
sH
iu
n
g

･nu
St

抑

m
m
eS
tm
d
d
e
r
T
u
n
g
･h
u

Etatl
m
e
と
塔
し
て

t
tll
Let
]
tn
(12;YeSti]ta)
d
e
lrA
cad
emi
e

工m
pe
･i
alede
s

S
c
ie
r･2
8

)
9
0
0
･
に
､
つ
い
で
､
東
胡
民
族
考

第
六

･
七
竺

量

慧

瑚
駈

㌫

)
に
之
を
訂
芸

術
し
て

三
十
有
飴
語
に
及
ば
れ
た
の
み
で
そ
の
他
に
は
権
か
に

P
･iu
l

p
e
Ttio
t
氏
が

J
o
urna
t
A
H3iatiqu
e
及
び

T
o
u
n
g

P
a
o
の

所
々
に
部
分
的
に
論
じ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
｡

本
論
文
は
鹿
-
晋
書

･
朱
書

･
南
帝
書

･
魂
書

･
北
帯
革

｡
周

･特

番

.
北
史
等
の
支
那
豊

中
よ
り
柘
望

叩
約
三
十
二
語
完

に

推
寮

･
拓
政
の
二
欝
を
加

へ
て
こ
で十
四
を
･抽
出
し
て
ゐ
る
｡
そ

の
大
牢
は
嘗
て
白
鳥
博
士
に
依
っ
て
探
揮
さ
れ
た
も
の
と
同
語

で
は
あ
る
が
'
然
し
各
語
の
解
毒
に
常
っ
て
は
全
て
を
ト
ル
コ

語
或
は
豪
古
語
で
解
か
ん
と
す
る
鮎
に
於
て
多
-
の
異
同
封
立

を
示
し
て
ゐ
る
｡
例

へ
ば
.

両

度
虞
(南
賛
書
巻
五
P
.
坪
内
左
右
翁
蕗
虞
｡)

㊥
鳥
牽
虞

(
同
上
害
同
車
.
外
左
右
窺
鳥
矯
虞
｡)
の
庇
及
び
鳥
燦
を
白
鳥

博
士
は
清
洲
語

･
女
虞
語

G
o
ld
語

･
0
1ccOn
語
等
の
通

苗
斯
語
系
で
解
か
ん
と
す
る
に
封
L
t
鳥
倭
は
ト
ル
コ
語

一-q

(G
esc
h
lech
t)
或
は
ト
ル
コ
･
蒙
古
語
の

uruq
(
母
方
及
び

妻
方
の
親
族
)
と
語
源
を
同
じ
-
す
る
も
の
と
考
へ
'
経
つ
LkJ

慮
虞
及
び
鳥
壊
虞
の
支
那
鐸
な
る
内
左
右

･.外
左
右
の
内
外
は

畢
な
る
場
所
的
用
語
に
あ
ら
ず
し
て
'
男
系
親
族

･
女
系
親
族

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
､
更
に
魂
書
(
巻

二

三
)官
民
志

に
'

建
国
二
年
｡
初
置
左
右
近
侍
之
臓
｡
無
常
員
｡
或
至
百
教
｡

侍
直
禁
中
｡
俸
宣
詔
命
｡
皆
取
諸
部
大
人
及
豪
族
良
家
子

弟
｡
･･三
･其
諸
方
雅
人
釆
附
者
｡
紙
謂
之
鳥
丸
｡
各
以
多

少
.
稀
宵
庶
長
0
分

麓
南
北
部
｡

と
み
え
る
烏
丸
の
長
を
そ
の
烏
頼
長
に
比
嚢
せ
ん
と
す
｡

命
崩
落
虞
(南
轡
書
巻
五
七
､
帝
位
入
展
観
洛
虞
.0
)

著
者

83
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は
之
を

r
uraq
<

X
lra
q

<

Q
ltraq
の
音
謬
と
し
'
ト
ル
コ

語

qu
i
(･n
C
il
Cle,
gi
sd
)
に
静
源
す
る
も
の
と
見
倣
L
t
旬

奴
の
郭
洛

･
廓
落

･
鈎
終
に
関
係
付
け
て
ゐ
る
｡

@
折
潰
虞

南
帝
書
巻
五
七
に
､
虜
主
的
受
離
人
｡
麓
折

潰
虞
｡
と
あ
る
受
都
の
新
を
裁
判
に
蹄
す
る
軒
酎
叉
は
告
訴
と

解
し
､之
を
ト
ル
コ
語
蒙
古
語
の
jilu
r
aB
i(
ad
m
in
istera
to
r)

更
に
は

J
a
rra6i(代
官
･執
達
吏
)
J
a
rγ
u
Bi(裁
判
官
)
に
近
い

も
の
と
見
る
｡

㊥
阿
虞

南
賓
書
巻
五
七
に
t..之
を
解
し
て
'
飲
食
厨
日

阿
虞
｡
貴
人
作
食
人
馬
附
虞
O
と
謂
ふ
｡
白
鳥
博
士
は
阿
展
を

附
虞
(厨
官
或
は
膳
夫
)の
誤
嘉
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
'
著
者
は
之

に
賛
せ
ず
し
て
阿
虞
を
ト
ル
コ
語

a6in
<

a
s
(fo
od
)
+
Bin

-
Llook
に
比
定
し
て
ゐ
る
｡

′

そ
の
他
､

⑦
庫
仁
虞

(宋
書
巻
九
五
)
を
ト
ル
コ
･
豪
古
語

qoy
in
Bin
～
q
on
in
B
.･n
(牧
羊
者
)
に
'
⑩
直
勤
(或
は
愚
'
宋

事
巻
九
五
)
を
苗
代
ト
ル
コ
語

tig
in
,
tag
in
<

蒙
古
語

e
L

s
in
(
p
ri
n
ce)
に
'
⑯
局
別
虞

(南
斉
書
巻
五
七
)
を
ト
ル
コ
語

a
tt
を

n
(馬
に
乗
る
も
の
､
騎
兵
)
に
'
⑭
多
白
虞

(南
脊
書
巻

五
七
)
を
ト
ル
コ
･
蒙
古
語

tabaq6in
(徒
歩
の
も
の
'
歩
兵
)

上
し
t
.@
寛
度
虜
(朱
書
撃

妄

)を
ト
ル
コ
語

saqd
且
ain
或
は

∫

Baqd
u
等
二

g
u
ard
sm
an
)'

⑳
定
数
駕
頭
按
倒
産

(宋
書
巻
九

五
)
を
ト
ル
コ
語

tagL(産
恕
)
+
at(駕
頭
)
-
n
a
m
e
+
ba
lg幹

男

-
om
en
･
tag
(底
)
I
lik
e･
aB.に
･
電

歪

勤

(猷

巻
九
五
南
帝

書
巻
五
七

)を
ト
ル
コ
語

mi

(鳥
雷
)
-
息
子
､男
孫
t
tag
in

(直
勤
)
-

p
rin
ce,
㊧
拓
助
去
介
の
圭
介
を
ト
ル
コ
･蒙
古
語

)8k,ど
ke
(blue)
と
し
､

こ
の

富
k
に
は
蒙
古
語

k
ak
%in

(老
人
)
の
如
-

o
ld
或
は
o
ld
m
al
の
意
も
含
ま
る
れ
ぼ
去

介
は
後
に
'

文
と
攻
め
ら
れ
た
こ
と
と
吻
合

す

と
'

㊥
侯
豆

陵
･乾
突
隣

(貌
書
巻
二

三
)
を
ト
ル
コ
語

qu
d
u
(father
in

l

a

w
)
に
'

従
っ
て
旬
奴
の
骨
郡
侯
も
或
は
こ
の

qu
d
u
の
昔

讐

あ
ら
う
と
o

宗

郡
撃

郁

暮

(触
葛
巻
二
三

書
巻
二
五
南
)
を
ト
ル

84

コ
語

6
hDO･
(tO
p
ray)
の
音
評
と
し
て
ゐ
る
｡

以
上
そ
こ
に
は
或
は
㊥
や
⑯
の
如
-
牽
強
附
合
に
過
ぎ
る
鮎

も
多
多
看
取
し
う
る
が
'
党
人
未
野
の
新
見
解
も
亦
決
し
て
砂

な
し
と
し
な
い
｡

著
者
は
粟
に
進
ん
で
拓
故
の
語
義
を
極
め
ん
と
し
､
魂
書
巻

首
に
立
ち
還
っ
て
そ
の
冒
頭
に
見
え
る
魂
の
先
世
の
中
､始
均
･

推
寅

･
隣
及
び
そ
の
子
詰
扮
を
探
り
奉
げ
'
特
に
猷
皇
帝
隣
の

侯
に
.∩

猷
し帝
時
年
嚢
｡

乃
以
位
挺
子
｡
聖
武
皇
帝
詩
話
扮
｡
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帝
命
甫
移
o
山
谷
高
探
.
九
難
八
阻
-
於
是
欲
止
｡
有
神

歌
｡
其
形
似
馬
｡
其
蓉
類
牛
.｡
発
行
導
引
｡
歴
年
乃
出
｡

始
屠
旬
奴
之
故
地
｡
其
遷
従
策
略
｡
多
田
宣

･
猷
二
帝
.

故
人
並
親
日
推
賞
｡
蓋
俗
云
東
研
之
童
｡

と
あ
る
記
事
に
留
意
L
t
之
を
突
験

･
キ
ル
ギ
ズ

･
蒙
古
等
の

開
国
先
世
俸
説
と
比
較
し
て
､
こ
れ
は
従
来
山
谷
の
問
に
居
て

外
界
と
は
僅
か
に
狭
間
に
よ
っ
て
通
じ
て
ゐ
た

m
e
ta
l
w
.rk
･

er
部
族
-

之
等
の
部
族
は
多
-

そ
の
始
源
を
狼
か
牡
牛
か

に
関
係
せ
し
め
て
ゐ
る
が
1

が
人
口
の
槍
苑
に
ょ
つ
て
役
等

の
隠
れ
場
所
よ
-
山
を
通
り
按
け
道
を
鋸
り
開
い
て
出
て
来
た

こ
と
を
謂
っ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
の
推
測
の
下
に
､
拓
扱

(T.O･
Pa)八
Ta
b

r
ar
(著
者
は
拓
政

h'ak
･bEtd
b
と
西
方
名
の

T
a
b
r
ar
は
結
局
同

一
名
に
し
て
唯

b
と

T
の
字
位
柁
襖
に
よ

る
も
の
と
す
る

P
･
P
e
ltio
t
氏
の
詮
に
従
ふ
)
は
豪
古
語

d
a･

baJ
d
a
b･y
a-

(

i.
cross
m
ountains,
tO
rnake
on65

w
ay
through
a
def
ileJ)
と
同

一
系
統
の
ト
ル
コ
語
形
よ
り

出
で
た
も
の
に
し
て
従
っ
て
'

拓
放
魂
の
名
薬
は

T
ran
sm
P

n
t
ani,U
Ltram
ontani
と
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
｡

元

来
拓
政
及
び
T
a
br
最

の
名
顎
或
は
語
毒
に
蹄
し
て
は
D
e
gur

g
tle
S
,

R
ic
h
bhof
en
を
始
め

E
i
rth
.
我
が
白
鳥

･
桑
原
雨

博
士
t
P
.

P

e

lLiot
氏
等
の
東
西
諸
大
家
に
ょ
妙
､
或
は

T
a

b
r
a
t
～
T
auraB
即
ち
拓
助
説
或
は
唐
家
叉
は
庸
家
子
詮
等
が

主
張
せ
ら
れ
て
ゐ
て
､
規
春
に
至
る
も
そ
の
定
ま
る
所
を
み
な

い
の
で
あ
る
が
'
本
論
は
前
述
の
如
-
魔
-
支
那
側
史
書
を
渉

獄
L
t
そ
の
中
よ
り
拓
扱
語
と
目
せ
ら
る
べ
き
も
の
を
抽
出
し

ヽ

乗
り
'
之
を
専
ら
ト
ル
コ
･
蒙
古
語
よ
り
解
し
､
並
に
魂
書
に

み
え
る
拓
助
族
の
超
従
開
園
説
話
よ
り
､
ヒ
ン
ト
を
え
て
拓
放

(
T
･o
･P
a)
V
T
abr
at
を
ト
ル
コ
語
系
蒙
古
語
で
解
樺
せ
ん

と
試
み
た
も
の
で
そ
の
論
旨
に
は

一
見

boldnes少
な
所
は
あ

.ro
が
衆
詮
と
は
異
っ
て
新
た
な
る
道
を
開
拓
し
'
幾
多
の
示
唆

を
輿

へ
る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
.

(
田
村
賃
造
)
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